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　クレペリン検査は，運転適性検査のひとつとして用いら
れているものです。これは，一桁の数字の足し算を何行に
も渡って繰り返すものです。結果の判定は，足し算の正確
さや速さ，足し算の量の推移など，さまざまな観点から行
います（図1）。これは，ある程度機械的に行うこともでき
ますが，最終的には専門教育を受けた人が行うことになっ
ています。
　判定するために考慮しなければならない要素は非常にた
くさんあり，しかもそれらの要素の相互作用まで考慮する
必要があるため，すべての考えられるパターンをマニュア
ル化することは大変困難です。したがって，講習会におい
て，膨大な量の事例を2～3日かけて繰り返し判定練習を
行い，専門家から指導を受けることにより，判定スキルを
体得するという教育が行われています。

クレペリン検査判定学習装置及び方法，
ならびにプログラム記録媒体

　本発明は，クレペリン検査の判定スキルを，パソコンを
用いたシステムで行うことにより，講習会等による専門家
の指導なしに習得することを可能としたものです。特に，
システムが受講者の判定の特徴を累積判断し，フィード
バックすることにより，受講者が自分の誤った特徴判断を
はっきりと知ることができるのが特徴です。
　使い方は，まず，受講者が，パソコンに提示される検査
事例を見て，複数の要素をそれぞれチェックすることによ
り最終判定を導き，入力します。これを何度も繰り返しま
す。各回に受講者が行った判定要素の判断および最終判定
と正しい判定要素の判断および最終判定とのギャップを差
分計算により求めます。これらの差分が累積され，大きく
なってきたところが受講者の間違いやすい要素や事例にな
ります。システムは，これをフィードバックすることによ
り，受講者の偏った判断の修正を促します（図2）。

図1　クレペリン検査の概要 図2　システムの概要
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　JR向けに年2度（各5日間，うちクレペリン検査の判定
訓練に費やす時間は約3日間），各地方運輸局主催により
民鉄向けに年5～6度（各3日間，うちクレペリン検査の判
定訓練に費やす時間は約2日間），適性検査員の講習会を
実施しています（図3）。全国のJRや民鉄，運輸局のみな
さんと交流できることは，大変ありがたいのですが，決まっ
た日程で，決まった場所に，決まった期間集まらなければ
ならないのは，受講者，講師双方にとって少なからぬ負担
です。そこで，講習会という形式以外で，判定スキルを伝
授するすべはないだろうかと考えたのが，この発明のきっ
かけです。
　また，各講習会では，講師一人に対し，40人から多い
ときには50人の鉄道事業者の方が参加します。判定の考
え方や判定要素，要素間の関係などについて，事例を詳し
く説明しながら指導しています。ところが，どうしても受
講者それぞれの判定のくせまでは細かく把握することがで
きません。受講者各自のくせを，講師や受講者が明確に把
握できれば，もっと効率的に判定スキルを習得することが
できるはずです。このような思いが，本発明のもうひとつ
の重要なポイントである受講者へフィードバックシステム
を生み出しました。
　本システムは，特許権は取得しましたが，まだ製品には

なっていません。製品にするためには，適切なクレペリン
検査の判例が大量に必要になります。これらを作成するに
は，複数の専門家が判定例をひとつひとつ協議していかな
ければなりません。また，システムが製品化されたとして
も，運転適性検査に関わるものですから，悪用されること
のないよう販売や取り扱いについての問題を検討しておく
必要があります。このように製品化するには，まだいくつ
かのハードルがあり，現在行っている講習会のやり方がす
ぐに変わるようなことはありません。
　しかし一方，講習会には講習会のいい側面がありま
す。受講者同士，それから講師も一緒になって，2，3日間，
判定について議論を繰り返すのは，楽しく充実した時間で
もあります。しばらくは，引き続き今まで通りの講習会を
よろしくお願いいたします。

（人間科学研究部　安全心理　重森雅嘉）

図3　クレペリンの判定訓練の様子




